
契約変更年月日 令和8年3月24日

契約業者名 株式会社ノバック　東京本店

契約業者の住所 東京都港区西新橋三丁目2番1号

工事の名称 Ｒ６利根川右岸忍川水門新設工事

工事場所 千葉県銚子市富川町地先

工事種別 一般土木工事

工事概要

 

工期（自）

令和7年1月14日

工期（至）
令和8年6月20日

変更前の契約金額
\500,500,000（税込み)

変更金額
0円（税込み）

変更後の契約金額
\500,500,000（税込み)

変更理由

 

（第１回、最終）契約変更の内容

水門
　河川土工　　　　　　　　　　　　　　　　 1式
　　盛土工(ICT)　 　　　　　　　 　　 　　 1式
　　　路体（築堤）盛土（ICT）　　　　約4,400m3
　地盤改良工　　 　　　　　　　　　　  　　1式
　　固結工　　　　　　　　　　　　　　　　 1式
       中層混合処理（ICT）　　　　　約2,640m3
　水門本体工　　　　　　　　　　　　　　　 1式
　　矢板工　　　　　　　　　　　　　　 約210枚
　　　広幅鋼矢板　　　　　　　　　　　　　4枚
　　　鋼矢板切断　　　　　　　　　　　　　4枚
　　堰柱工（B=11.6m H=1.9m 1門）　　 約1,063m3
　　翼壁工（川表）（川裏）　　　　　　 約269m3
　上屋工　　　　　　　　　　　　　　　　 　1式
　管理橋　　　　　　　　　　　　　　　　 　1式
　堤外水路工 　　　　　　　　　　 　 　　　1式
　流入水路工　　　　　　　　　　　　　 　　1式
　矢板護岸工　　　　　　　　　　　　　　　 1式
　法覆護岸工　　　　　　　　　　　　　　　 1式
　付属物設置工　　　　　　　　　　　　　　 1式
　仮設工　　　　　　　　　　　　　　　 　　1式

１．地盤改良工
中層混合処理をICT施工にしたことにより、システム初期費及び保
守点検を追加す
る。
２．水門本体工
　本体遮水矢板との接続するために、翼壁遮水矢板の構造を変
更したため増工する。
３．護床工
　現地精査の結果、根固めブロック及び袋詰玉石の投入量が減っ
たことから減工する。
４．舗装工（管理橋）
　管理橋上部のアスファルト舗装については、無提区間の築堤完
成後に一連で舗装する
こととしたため、本工事から減工する。
５．流入水路工
　現地精査の結果、袋詰玉石の投入量が減ったことから減工す
る。
６．共通仮設費
中層混合処理をICT施工にしたことにより、システム初期費及び保
守点検を追加する。
７．工期は元設計とおりとする。



契約変更年月日 令和8年　6月18日

契約業者名 株式会社ノバック　東京本店

契約業者の住所 東京都港区西新橋三丁目2番1号

工事の名称 Ｒ６利根川右岸忍川水門新設工事

工事場所 千葉県銚子市富川町地先

工事種別 一般土木工事

工事概要

 

工期（自）

令和7年1月14日

工期（至）
令和8年8月31日

変更前の契約金額
\500,500,000（税込み)

変更金額
\40,370,000'円（税込み）

変更後の契約金額
\540,870,000（税込み)

変更理由

 

（第２回、最終）契約変更の内容

水門
　河川土工　　　　　　　　　　　　　　　　 1式
　　盛土工(ICT)　 　　　　　　　 　　 　　 1式
　　　路体（築堤）盛土（ICT）　　　　約4,400m3
　地盤改良工　　 　　　　　　　　　　  　　1式
　　固結工　　　　　　　　　　　　　　　　 1式
       中層混合処理（ICT）　　　　　約2,640m3
　水門本体工　　　　　　　　　　　　　　　 1式
　　矢板工　　　　　　　　　　　　　　 約210枚
　　　広幅鋼矢板　　　　　　　　　　　　　4枚
　　　鋼矢板切断　　　　　　　　　　　　　4枚
　　堰柱工（B=11.6m H=1.9m 1門）　　 約1,063m3
　　翼壁工（川表）（川裏）　　　　　　 約269m3
　上屋工　　　　　　　　　　　　　　　　 　1式
　管理橋　　　　　　　　　　　　　　　　 　1式
　堤外水路工 　　　　　　　　　　 　 　　　1式
　流入水路工　　　　　　　　　　　　　 　　1式
　矢板護岸工　　　　　　　　　　　　　　　 1式
　法覆護岸工　　　　　　　　　　　　　　　 1式
　付属物設置工　　　　　　　　　　　　　　 1式
　仮設工　　　　　　　　　　　　　　　 　　1式

１．水門本体工
　現地精査の結果、作業土工が増となったため、増工する。
２．護床工
　現地精査の結果、根固めブロック及び袋詰玉石の投入量が増え
たことから増工する。
３．橋梁付属物工（管理橋）
　管理橋上部の伸縮装置については、アスファルト舗装と同時に
施工する必要性があるため、本工事から減工する。
４．堤外水路工
　現地精査の結果、作業土工が増となったため、増工する。
５．流入水路工
　現地精査の結果、袋詰玉石の投入量が増えたことから増工す
る。
６．仮設工
　汚濁防止対策を実施したため増工する。
７．共通仮設費
　水域の安全確保と汚濁防止の観点から水面監視を実施したた
め増工する。
８．工期は、水門本体工等の工事増量に伴い、７２日間延長し、6
月20日から8月31日までとする。


